












































































































































































































































































































































































































































































































り組み. 応用老年学, 9（1）, 4-18. 
福良薫, 畠山加奈子, 岸本香代子, 西田孝子. （2013）. 
食事の援助に対する看護師の思いと行動の変化　
アクションリサーチ法を用いた院内研修の有用
性. 北海道医療大学看護福祉学部学会誌, 9（1）, 35-
42. 










学会会誌, 20（2）, 11-19. 
原井美佳, 上村浩太, 坂東奈穂美, 貝谷敏子, 御厩美
登里, 樋之津淳子, 河原田まり子. （2016）. 市民参
画型の模擬患者養成プログラムの開発　共に育
み合う市民主体の学習の場づくりを目指して. 
SCU Journal of Design  Nursing, 10（1）, 19-29. 
芳賀博. （2016）. 地域におけるアクションリサーチ
への期待. 老年社会科学, 38（3）, 357-363. 
Herr K, Anderson G （2005） .The Action Research 
Dissertat ion ;  A Guide for Students and 
Faculty.4,12,38, Sage, CA
ホロウェイ, ウィーラー （著）, 野口 美和子 （翻訳）, 伊
庭 久江 （翻訳）. （2000）. ナースのための質的研究
入門―研究方法から論文作成まで. 医学書院




市之瀬知里, 内正子, 山本陽子, 二宮啓子, 石川愛, 佐




紀要, 19, 35-43. 








































阿部美穂, 常盤文枝. （2014）. 看護師と理学療法士　
が連携して行う人工股関節及び人工骨頭置換術
患者への生活指導の評価. 保健医療福祉科学, 3, 
（ 189 ）
アクションリサーチを用いた研究の動向について
鈴木早智子, 内田陽子, 加藤綾子, 美原恵里. （2012）. 
介護老人保健施設における認知症高齢者ケアの
質改善活動とそれに伴う職員の思い. 群馬保健学
紀要, 32, 1-13. 
斉藤美香, 萩野沙織. （2011）. 手術室における勤務異
動者への教育システム改定の取り組みとスタッ
フの意識の変化. 日本手術看護学会誌, 7（2）, 231. 
佐藤美由紀, 齊藤恭平, 若山好美, 堀籠はるえ, 鈴
木佑子,  岡本麗子. （2014）. 地域社会における高
齢者に対する役割期待と遂行のための促進要因　
フォーカス・グループ・インタビュー法を用いて. 
日本保健福祉学会誌, 21（1）, 25-34. 




佐藤美由紀, 齊藤恭平, 若山好美, 芳賀博. （2016）. ア
クションリサーチによる地域高齢者の社会参加
促進型ヘルスプロモーション・プログラムのプ
ロセス. 老年社会科学, 38（1）, 3-20.




内正子, 二宮啓子, 辻佐恵子, 丸山浩枝. （2012）. 小児
科外来における患者・家族への喘息指導を通し
た看護師の認識と行動の変化のプロセス. 神戸市
看護大学紀要, 16, 39-47. 
山本加奈子, 村田由香, 眞崎直子. （2016）. 陸前高田
市における介護支援ボランティア養成の試み. 日
本赤十字広島看護大学紀要, 16, 11-20. 
行實志都子. （2016）. 精神障害者ピアサポートを
使った地域づくりの一考察. 神奈川県立保健福祉
大学誌, 13（1）, 45-52. 
善生まり子. （2013）. 退院調整事例の支援ニーズの
構造　在宅アクションリサーチを通して. 埼玉県
立大学紀要, 14, 13-26. 











チを通して. 日本看護科学会誌, 32（4）, 32-40. 
倉田貞美, 牧野公美子, 村上静子, 國井雪絵, 小杉山




誌, 12（4）, 763-772. 
Lewin,K（1946）：Action research and minority 
problems. J.Social Issues, 2, 34-46．




ハビリテーション科学ジャーナル, 9, 39-48. 




長尾幸恵, 山本靖子, 安保真美, 近野千鶴, 蒔野恵, 正
城奈美, 中田美樹. （2012）. 患者参加型パスを用い
た患者と医療者の診療情報共有による患者参加





中尾友美, 小江奈美子, 永渕美樹, 桃坂真由美, 横堀








下地幸子, 大湾明美, 佐久川政吉, 田場由紀, 野口美
和子. （2014）. 高齢糖尿病患者の主体的な参加に
よる仲間との活動プロセスとその評価. 沖縄県立
看護大学紀要（15）, 1-16. 
（ 190 ）
千里金蘭大学紀要　14　183−190（2017）
